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Ⅰ 
研究背景 

3 



デジタル技術と資料特性にあわせた 
分類・構成法の試行課題 
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資料の検索・利用 
の立場 

デジタル 
技術の特性 

・博物館（形態・内容） 
・図書館（内容） 
・文書館（出所・形態）  
 
・時空間や社会組織 
人物などの歴史上 
の事物の関係性を反映 

・１つの資料に複数の 
分類・構成を適応させ 
ることが可能 
 
・複数の分類体系を 
適応させることが可能 
 

などの分 
類を包括 
する。 

2005年～ 



デジタル技術と資料特性にあわせた 
分類・構成法の試行と資料への適応の課題 

 
世の中に存在する様々な事物概念を体系化 
各資料を事物・概念体系に関連させる。 
各事物概念同士の関係を定義する。 
様々な事物・概念体系の観点から資料を見る。 
知識体系を標準規格で体系化する。 
知識体系をGUIなどを用いて編集する。 
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物体 

空間 

資料 

日本 

時間・時代 



Ⅱ 
文化資源統合アーカイブの構築 
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デジタル技術と資料特性にあわせた分類・
構成法の試行する上での課題 
世の中に存在する様々な事物概念を体系化 
各資料を事物・概念体系に関連させる。 
各事物概念同士の関係が定義される。 
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上位オントロジ 



デジタル技術と資料特性にあわせた分類・構成法の試行 

オントロジの定義 
＝ギリシャ語で“存在”が語源 

（1）主述の関係を用いて、様々な事物の概念・性質・意味を定義する。 
（2）         に存在する全ての概念・事物・情報を対象として、その
体系化を目指す。 
（3）汎用性を目指し、再利用か可能な共有化された知識とする。 
（4）一定の規則に基づいたルール・言語で記述する。 
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デジタル技術と資料特性にあわせた分類・構成法の試行 

上位オントロジとは？  
元来はギリシャ語で“存在”の意。哲学の分野の 
  存在論などで使用するターム。 
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ギリシャ語 
で“存在” 
「存在論」 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ドメイン 
オントロジ 

 
特定の領域 
の概念体系 

上位 
オントロジ 

 
世の中の 
様々な 
概念を 
体系化 

ＷＥＢ 
オントロジ 

 

ＡＩ 人工知能・エージェント 
などの開発・研究と平行して発展 

Semantic 
Web 
などの研究と
ともに発達 

古代ギリシャ～ 

20世紀後半～ 

1990～ 



デジタル技術と資料特性にあわせた分類・構成法の試行 

上位オントロジ 

   （1）主述の関係を、様々な事物の概      
     念・性質・意味を定義する。 
 ★ （2）               に存在する様々な概    
          念・事物・情報を対象として、その体系 
          化目指す。 
      （3）汎用性を目指し、再利用か可能な共有化さ 
           れた知識とする。 
      （4）一定の規則に基づいたルール・言語で記述 
          する。 
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世界 重 
点 



デジタル技術と資料特性にあわせた分類・構成法の試行 

ドメインオントロジ 

   （1）主述の関係を、様々な事物の概      
     念・性質・意味を定義する。 
 ★ （2）               に存在する様々な概    
          念・事物・情報を対象として、その体系 
          化目指す。 
      （3）汎用性を目指し、再利用か可能な共有化さ 
           れた知識とする。 
      （4）一定の規則に基づいたルール・言語で記述 
          する。（関係子の設定） 
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特定領域 重 
点 



デジタル技術と資料特性にあわせた分類・構成法の試行 

ＷＥＢオントロジ（データベース） 

   （1）主述の関係を、様々な事物の概      
     念・性質・意味を定義する。 
   （2）                に存在する様々な概    
          念・事物・情報を対象として、その体系 
          化目指す。 
      （3）汎用性を目指し、再利用か可能な共有化さ 
           れた知識とする。 
 ★  （4）一定の規則に基づいたルール・言語で記述 
          する。（ＲＤＦ／ＯＷＬ） 
 
   ＷＥＢ上での今後の課題は4項目の発達 
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ＷＥＢ上 

初期
の重 
点 



デジタル技術と資料特性にあわせた分類・構成法の試行 

本研究の課題  

★   （1）主述の関係を、様々な事物の概      
     念・性質・意味を定義する。 
★   （2）                に存在する様々な概    
          念・事物・情報を対象として、その体系 
          化目指す。 
★  （3）汎用性を目指し、再利用か可能な共有化さ 
           れた知識とする。 
★   （4）一定の規則に基づいたルール・言語で記述 
          する。（歴史情報に即した関係子の設定） 
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資料の内容上 



デジタル技術と資料特性にあわせた分類・構成法の試行 

資料内容にある事物概念の体系化 

 Guarinoの上位オントロジを基礎に用いる 

概念をより拡張し、土地、社会組織、人物などの固有名詞なども各概念の下に
取り込み、拡張する。＜オントロジを基礎として用いつつその拡張＞ 
歴史情報の記述にあった関係子を設定し、事物・概念同士の関係性を記述する。 
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1) part ofとisAを基本としたツリー
状の概念体系を作成する

3) part ofとisA以外の関係子に

よる概念ツリーを作成する。

デジタル技術と資料特性にあわせた分類・構成法の試行 

概念・事物の概要 

A:場所空間、 
B:時間 
C:具体物 
D:抽象物 
E:属性 
F:量 
G:ロール（役割） 
H:事 
I:表現形態 
J:行為・作用 
K:社会 
L:現象 15
 

第一分類項目 全体構成 



デジタル技術と資料特性にあわせた分類・構成法の試行 

主要関係子 （一例） 
(Basic) voim:IsA である 

  voim:temporaryIsA である（一時的） 

  voim:partOf の一部 

  voim:temporarypartOf の一部（一時的） 

(physical relation) voim:consistOf から成り立つ 

  voim:contain を含む 

  voim:own を所有 

(spatial relation) voim:locatedIn にある 

  voim:adjacentTo 近隣 

  voim:surround に囲まれる 

  voim:traverse 横切る 

(functional relation) voim:treat 扱う・処遇 

  voim:prevent より先行 

  voim:succeedTo へ継承 

  voim:carrieOut を実行 

  voim:visit 訪れる 

  voim:liveIn 住む 

(conceptual relation) voim:developmentalform Of より発展 

  voim:issueIn 論じる 

  voim:relatedTo 関係する 16 



主要関係子 （一例） 
IAN DAVIS、ERIC VITIELLOらによる 
RELATIONSHIP VOCABULARY 
HTTP://VOCAB.ORG/RELATIONSHIP/ 

  rel:employedBy に雇われる 

 (human relation) rel:descendantOf の子孫 

  rel:colleagueOf  同僚・仲間  

  rel:collaboratesWith  協業 

  rel:closeFriendOf 親友 

  rel:childOf の子供  

  rel:apprenticeTo の見習い 

  rel:antagonistOf 敵対・競争者  

  rel:ancestorOf 先祖・一族 

  rel:ambivalentOf 反対意見を持つ 

  rel:is a father of の父 

  rel:is a mother of の母 

  rel:is a child of の子 

  rel:is a elder brother of の兄 

  rel:is a young brother of の弟 

  rel:is a eleder sisiter of の姉 

  rel:is a young sisiter of の妹 

  rel:is an uncle of の叔父  

  rel:is an aunt of の叔母  17 



構成内容 
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http://cr-arch.chi.iii.u-tokyo.ac.jp/ 



事物つながり検索１ 
オントロジを使用した、資料の様々な
分類体系 
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トップ項目 



事物つながり検索２ 
出所原則に基づく分類（文書館） 
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事物つながり検索２ 
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事物つながり検索２ 
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事物つながり検索２ 



課題 
知識体系の標準規格での表現 
GUIベースでの情報知識編集 
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Ⅱ 
社会情報研究資料センター 
DIGITAL CULTURAL 
HERITAGEの構築 
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新フェーズにおける 
DIGITAL CULTURAL HERITAGEの構築 
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坪井正五郎 
関係資料 

小野秀雄 
関係資料 
 

プロパガンダ 
関係資料 

統合されたDCH 
2012年：公開予定 

2007年 2004年 2005年 



前プロジェクトの課題 

知識体系の標準規格での表現 
GUIベースでの情報知識編集 
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• トピックマップでの表現 
• GUIベースでの情報知識編集 



 「トピックマップ」とは 

情報・知識を分類、体系化し見つけやすくするための
技術 
問題領域における主題、主題間の関係、及び、情報リ
ソースとの関係を、トピック(Topic)、関連
(Association)、及び、出現(Occurrence)という構成
要素でモデル化してコンピュータ処理可能にする。 
主題を同定/識別するために、PSI(Published 
Subject Identifier)と呼ばれる仕組みを持つ。 
IRIが指し示すアドレス上に置かれ、主題が何を意味し

ているのか人が理解できるように記述した情報リソー
スは Published Subject Indicator または、PSD 
(Published Subject Descriptor) と呼ばれる。 
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トピックマップへの変換 

事物 
→トピック(Topic) 
 

 関係 
→関連(Association) 
 

資料 
→出現(Occurrence) 
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一般のオントロジアプリケーションの課題 

トピックマップへの対応 
Digital Cultural Heritageとの連携 
人間関係など多様な関係性の創出 
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• 上記の課題に即したアプリケーションの開発
とDigital Cultural Heritageへの実装 



知識情報編集アプリケーションのDIGITAL 
CULTURAL HERITAGEの組み込み 
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地図や年表 トピックマップ 文字一致検索 

資料の登録 

資料グループ 

トップページ 

ＸＭＬデータベース 
映像ストリーミングサーバ付属 
トピックマップエンジン付属 

（本年度独自開発） 
 

（本年度独自開発） 
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トピックマップの付与 
（本年度独自開発） 

画像閲覧・情報編集 （本年度独自開発） 
 

動画閲覧・情報編集（本年度独自開発） 
 

トピックマップの編集 
（本年度独自開発） 

吉見研究室ＤＢの統合 

知識情報編集アプリケーションのDIGITAL 
CULTURAL HERITAGEへの組み込み 



グラフの概要 
操作 
外周トピックのドラッグや選択 
 

効果 

ドラッグに追随する動き、セン
タートピックとの関連の線が 
強調関連、役割が描画 
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グラフの概要 

操作 
外周トピックのドラッグや選択 
 

効果 

ドラッグに追随する動き、セン
タートピックとの関連の線が 
強調関連、役割が描画 
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グラフの概要 
操作 

外周トピックのドラッグや選
択 
 

効果 

ドラッグに追随する動き、セ
ンタートピックとの関連の線
が 
強調関連、役割が描画 
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グラフの概要 
操作 

外周トピックのドラッグや選
択 
 

効果 

ドラッグに追随する動き、セ
ンタートピックとの関連の線
が 
強調関連、役割が描画 
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編集画面 

操作 
上段メニューの操作 
 

効果 

トピックマップを構成する「ト
ピック」「関連」 

「出現」をエディット（新規作成、
検索、編集、削除 

）可能なダイアログから操作す
ることができます。 
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編集画面 スキーマ設計 
スキーマ設計画面 
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編集画面 スキーマ設定 
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編集画面 スキーマ設計 
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編集画面 トピック入力 
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編集画面 トピック入力 
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編集画面 

操作 

外周トピックを選択
して、センタートピッ
クとします。 
 

効果 

選択トピックを中心
とした関連が外周
に描画されます 
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編集画面 
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編集画面 
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編集画面 
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編集画面 
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編集画面 関係の付与 

操作 

関連に役割と、インスタンスを与
える 
 

効果 

既に作成済みの役割と、関連イ
ンスタンスを 
ビューワ―上で描画します 
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編集画面 関係の付与 
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編集画面 関係の付与 
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編集画面 情報の参照 
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編集画面 
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編集画面 トピックの削除 
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メタデータへの埋め込み 
メタデータの編集 
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メタデータへの埋め込み 
登録トピックの検索 
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メタデータへの埋め込み 
埋め込むトピックの選択 
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メタデータへの埋め込み 
完了 
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メタデータからの参照 
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Ⅳ 
まとめ 
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課題のおさらい 2005－2011 

１：世の中に存在する様々な事物概念を体
系化 
２：各資料を事物・概念体系に関連させる。 
３：各事物概念同士の関係を定義する。 
４：様々な事物・概念体系の観点から資料
を見る。 
５：知識体系を標準規格で体系化する。 
６：知識体系をGUIなどを用いて編集する。 
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結果と課題 
１から６の課題へのアプローチは概ね完了
した。（2011年度） 
公開と実証を進める。 
既にⅠのシステムで構築した知識体系を変
換し、ツールはトピックの小規模追加、修正、
関係の追加に留まっている。 
完成したツールを用いて、規模の大きい知
識体系の構築と実証が必要である 
 

61
 御清聴ありがとうございました。 
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